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11 － 8　情報科学を活用した地震調査研究 －背景と現況－ 
Earthquake Research Utilizing Information Science -Background and Current 
Status-

東京大学地震研究所
Earthquake Research Institute, The University of Tokyo

21 世紀初頭に始まった第三次人工知能 (AI) ブームは留まることを知らず，各分野において AI は
普遍的な手法となりつつある．地震学においても 2017 ～ 2018 年頃から急速に AI が浸透し 1)，地
震波形連続データからの地震波検測 2) 3)，初動極性の自動判定 4)，地震波伝播や地殻変動の物理シミュ
レーションの代替モデルの構築 5) 6) などに応用展開されている．わが国では，2017 年より AI をは
じめとする最先端情報科学技術の活用により地震研究を発展させるための大型プロジェクトが複数
実施されており，今では「情報×地震」が一分野として形成されたと言っても過言ではない．
科学技術振興機構 CREST 研究課題「次世代地震計測と最先端ベイズ統計学との融合によるイン

テリジェント地震波動解析」（研究代表者：平田直，研究期間：2017 ～ 2022 年度）は，東京大学
を中心に構築された情報科学と地震学の専門家の人的ネットワークの下，地震研究に資する多数の
情報科学技術を創出し，わが国における「情報×地震」分野の創成に大きく寄与した．その後，国
内 5 機関を中心に実施された文部科学省「情報科学を活用した地震調査研究プロジェクト」（STAR-E
プロジェクト）によって「情報×地震」分野は全国に展開され，東京大学研究課題「人工知能と自
然知能の対話・協働による地震研究の新展開」（研究代表者：長尾大道）では，地震波検測 7) 8)，不
確実性評価付き初動極性判定 9)，歴史記象からの低周波微動検出 10) などのための種々の深層学習モ
デルを開発した．後継プロジェクトとして発足した文部科学省「情報科学を活用した地震活動・地
震動評価技術の高度化」（STAR-E NEXT プロジェクト）（研究代表者：長尾大道，研究期間：2026
～ 2030 年度）には国内 10 機関以上が参画し（第 1 図），これまでに開発した「情報×地震」技術
の現業機関への展開，さらにはわが国が世界の「情報×地震」分野をリードしていくことが期待さ
れている（第 2 図）．

平田　直・長尾　大道
HIRATA Naoshi, NAGAO Hiromichi
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第 1 図 文部科学省 STAR-E NEXT プロジェクト実施体制図．

Fig. 1 Research organization of the MEXT STAR-E NEXT Project.

第 2 図 文部科学省 STAR-E NEXT プロジェクト実施概要．
Fig. 2 Overview of the MEXT STAR-E NEXT Project.
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